
金
滞
古
政
志
怨
九

O 

回六五見れべ町美星Fては先御 3躍り叉 地術右
領河内。 日寸 とり』村晃 ・・頃 筒村 ~l~ 金 子 1'1 は

大言地納沙 徳F位T-は・ 自治 ~Ili 悶等之 司王滞!i:肝能出立小
o 氏〈 々者共井村 毒行合町文煎方
平の 、地 へ八、

と の雪衣按第地 山子才許 次聖口 匂百 村の所年よ相野惣
あ 郷庄考 町 崎 地 山嘗1l1i 留凶 1) 見奥

り汰 の宇設領相垂郡日IK 禁誤 記月去r盟Eを力。文地るよは 方 に陀十以屋
矢野t!: IC 内にりい が仰渡fょより 云 、職 四 lllll 放

へ、崎山花 り k 金せ日 取狗翁R1 I は矢倒か前 し~1Il 御 。得 tc.
雪百野とけ哲支氏へ会タ之断議市はEと 町る 首有T長由
伺い山 の 山し 中 よ長 。

紗t!: 1伊El』はl、E崎領な 八年 a1也~ ~村苛 fて旬、 地子上に ど・ 相垂I相り 凶 共~ 替歩 寸村
出・ まの 家屋 付 綴年御如之主f
で室伺筑 、り 評で村 肝 ・草 E候四普 k俄兵
たる 奪IジKE事し顎合のIlIl地f1:警主 煎共今自両d E吋l百姓甘月 続候。跡々街井
宮な 前 TmEて jl以陀地地凶 合以還にの 山、 後 、日 村

腕生三れ f面!f附今 4T 。鱗宮接fJi タf之上石町所 JL2詑肝
り 年凶け ~'i も 。 と 等 川 恭行 ~ j!!{ 
。大 りにと石柴!Iff'あ之者 1出 以七
人和月。て呼引 り様、共笠よ 、右

村定と卿とて崎f山Hい備の
税可1の古主呼 ふと倒 l

と時ぴ都もし
い倒 、 たなはいた
ム 五点E 、るど・へる
事室 定ものもるよ
は こはの領ととり
止せ年定とと倒とし
みら正れま開つ師知のて
たれ月 ゆ。 す 話な
り、村る べる 何
け是々地吾るよりe の
りよ定内が同り 侃
。後りとの初図 J作、 起 とと
いよ のりいい

はふし 3以1石村 た
梨村 <I~ な るりu る
る ・の名目 注

符とi今自 べし。 喜村!j地内 友 按今 り。

の後以 伺ととるすz 郷庄
み然いベる

荷車は る 主村も主ふれけにに
し何本ftE 司EE ・並
制紀 ど領ベ

主E領 定以 、 とて

坂

此
の
坂
路
よ
り
余
六
闘
の
地
内
を
通
行
し
て
.
尻
谷
坂
へ
出
る
往
来

遊
あ
り
し
か
ど
、
文
政
三
年
竹
傑
殴
建
築
に
付
吉
.
同
年
八
月
十
八

日
よ
り
通
行
を
止
め
ら
れ
.
此
の
道
路
を
脱
し
て
‘
針
、
六
闘
国
内
へ

取
り
込
み
に
相
成
り
、
夫
れ
よ
り
百
間
期
総
往
来

K
雑
人
の
通
行
を

本
多
安
易
守
の
居
邸
あ
り
し
故
友
り
。
按
・
干
る
に
、
改
作
所
持出犯
に

減
せ
た
る
元
松
七
年
の
覚
書

K
・
石
引
町
伊
抽
出
殴
坂
・安
易
殿
坂
と

あ
り
。
伊
特
出
殿
坂
は
賓
館
苛
坂
を
い
へ
り
。
奥
村
伊
殻
守
の
邸
地
あ

り
し
放
な
り
。

園
都
目
披
問
答
に
、
世
俗
{
女
房
殴
坂
と
去
ふ
は
本
名

何
と
申
候
設
。
答
一
耳
ふ
。
元
作
事
坂
と
唱
へ
候
と
見
h
.愛
異
記

K
、

元
総
三
年
三
月
十
七
日
新
監
町
後
御
徒
町
よ
り
出
火
、
安
易
守
第
地

の
酋
桜
、
本
作
事
坂
へ
焼
け
出
と
あ
り
。
そ
の
か
み
此
の
坂
脇
な
る

蓮
池
と
呼
べ
る
地
に
作
都
所
あ
り
た
り
し
故
民
、
坂
名
に
呼
ぴ
た
り

し
と
い
へ
り
。

成
田
棋
の
名
は
、

税
近
よ
り
の
事
に
や
。
元
総
・
享
保
の

頃
は
、
元
作
都
坂
或
は
安
房
殴
坂
と
の
み
見
ね
た
り
。
文
政
以
前
は
、

子
如
ν
教
互
，

則
蛇
同制
a

竹
間
刷
-而
死
突
.
時
務
氷
氏
成
之
一初
秋
也
と
。
右

は
税
近
の
背
中
と
い
へ
ど
も
、
怪
異
な
る
放
に
今
愛
民
載
す
。
息
隆
は
、

如
来
寺
の
前
位
戦
知
一
也
。
又
似
た
る
怪
異
の
即
時
話
あ
り
。
資
限
間
九

年
の
大
火
以
後
、
今
一
耳
ム
股
坂
通
の
地
溢
は
、
一
時
節
士
の
邸
宅
を

金
津
古
蹟
志
巻
十

城
東
小
立
野
盗
中

許
さ
れ
た
り
。

O 
廃

O
康

坂

奇

事

籾
製
隆
の
蛇
印許
総
記
陀
一
主
ふ
。
金
城

一
妨
人
d

昏
本
政
坂
之
側
捜
部

将
v
去
，
持
三
而
不
v
能
ν
進
ぷ
一
歩
日
宛
如
一一身
受
一ν純
然
4

側
有
司一剛
登
子
↓

見
而
怪
ユ之，

以
ν
乎
扶
v
之
e

不
ν
巡
狛
L
初
a

肉
問
毎日
制
之
背
後
二
♂
一
蛇

在
牛
相
刷盟
中
↓
奮
然
附
帯
ν
首
曲
部ν
焔
4

雨
登
子
急
借
=閥
板
子
近
金
一
以
磁
一-

蛇
首
↓
蛇
首
治
叡
隙
出
.
合
有
二
老
士
至
一帯
d

使
=続
出
品懐
紙
↓
使
把
昌

三
葉
吋
而
破
昌自
所
VM

弘
之
竹
頭
↓
成
a
凶
片
↓
挟
'之
以
a
共
紙
↓
口出判
稲
v
比
4

乃
伎
鑑附
登
子
突
『一石
阿国
中
↓
問
ν
抗
日
，
常
一-一念
去
↓
必
勿
4

顧
問
↓
続
問拭得
ν

去
tA
e
叉
筒
=凶
…
登
子
-
日
a

汝
等
明
細
賞
a
来
観
-v
之
.
必
有
ν
験
鷲
d

雨
藍

今
、
坂
下
を
腕
坂
辺
と
い

へ
り
。
此
の
坂
路
続
出
凶
な
り
し
放
に
.
閉
山

坂
と
栴
す
。
俗
忙
或
は
安
湧
殿
坂
と
呼
べ
り
。
従
前
此
の
坂
の
上
K
、

企
部
古
政
志
怨
十




